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 はじめに 

 

2004 年（平成 16 年）4月に法科大学院の制度が創設されて以降、法学部教育の目的の変化や社会情勢の変化

を受け、全国の法学部教育をめぐる状況はますます厳しいものとなり、法学部の教学方針やカリキュラムの改変

が検討課題とされてきた。 

他方で、2012年（平成 24年）8 月の文部科学省中央教育審議会の答申において、「アクティブ・ラーニング」

（能動的学修）という言葉が積極的に登場し、大学教育全般において、従来の講義形式の受動的な教育だけでは

果たせない、生涯学び続け、主体的に考える力を育成する課題を担って、能動的な授業方法を導入すべきことが

提唱された。 

 

法学部教育および大学教育のあり方をめぐる新たな動向を見据え、龍谷大学法学部も 2013 年以降、様々な検

討委員会を発足させ、課題の整理および克服のために検討を重ねてきた。法科大学院において既に双方向型の教

育メソッドの提唱・導入等が図られる一方で、文字による法規範や原理のより基礎的な教育を担うべき法学部に

あっては、学生の学力や関心の程度に応じて、従来の大人数による講義形式の教育自体がきわめて難しくなり、

上述の検討課題は、新しい理想的な教育方法を求めることにとどまらず、むしろ現状対応的な側面も否定できず、

大学における法学部教育の課題解決の多面性、相互関連性が浮上した。 

 

こうしたなかで、私たちは、法学部教育の強みである法律学、政治学の確実な知識とリーガルマインドの素養

をベースとしつつ、法学部における学びの職業的「意義」を学生が自覚し、主体的な学びを実践することを目指

し、その中で、学生の自主的学習の促進のため、より社会に開かれた実践的で自主的なアクティブ・ラーニング

型・プロジェクト型の科目設置の提案を行った。 

 

この改革の提案は、龍谷大学の教学プロジェクトである「2016（平成 28）年度 龍谷 GP（Ryukoku Good 

Practice）」に採択され、2016年4月より3年間の計画で、「法学部版アクティブ・ラーニング推進事業」の取り

組みを行い、その成果の一つとして、2017年後期から、「法政アクティブリサーチ」という正課科目を新設し実

施してきた。本報告書は、当該科目において学生たちが取り組んできた1年間の活動成果をまとめたものである。

また、科目運営等の実践する中で発見した問題や課題の克服に関して、講義を担当した教員からの率直な意見も

併せて掲載した。今後、アクティブ・ラーニングを実践する上で、何らかの参考になれば幸いである。 

 

最後に、この科目を実施するにあたり、法学部教務課、GP委員会の各教職員の多大な尽力は不可欠であった。

さらに、共通講義およびクラス別のフィールドワーク活動において、多くの方々から多大なご協力いただいた。

実社会の最前線の取組みに触れる中で「学び」を経験した学生たちが、諸課題の解決に向けた次世代の力となる

ことを祈念しつつ、この場を借りて深く感謝を申し上げたい。 

 

2018年6月20日 

                   龍谷大学法学部GP検討委員会 

2017-18年度 法政アクティブリサーチ担当者 

                        牛尾洋也、濱中新吾、石塚武志、今川嘉文  
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